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研究成果の概要（和文）： 酢酸と運動負荷によるラット骨格筋における影響を検討した。SD雄ラットを、蒸留水を投
与するrest-water群、酢酸を投与するrest-ace群、運動前に蒸留水を投与するwater-ex群、運動前に酢酸を投与するac
e-ex群の4群に分け、4週間飼育を行った。rest-ace群は体重増加の抑制、運動継続時間の増加、また運動中の燃料とし
てグルコースの利用の低下および脂肪の利用が促進した。ace-ex群では、シトクロムｃ遺伝子が有意に増加していた。
その他、PGC1aおよびMHC1遺伝子が増加する傾向が見られた。これより酢酸摂取と運動トレーニングによって、骨格筋
における遅筋線維の増加が示唆された。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to investigate the interactive effects of acetate 
and exercise training on lipid metabolism and endurance performance. Six-week-old SD rats were randomly 
assigned to four groups: water-injected (rest-water), acetate-injected (rest-ace), exercise-trained after 
injection of water (water-ex), and exercise-trained after injection of acetic acid (acetate-ex). Body 
weight in acetate-ex groups was significantly lower than that of water-injected group. Acetate-ex group 
showed an increase of exercise capacity and lipid oxidation during exercise tolerance test. Skeletal 
muscle of rats treated with acetic acid and exercise training led to higher expressions of cytochrome c 
(cycs), and tended to stimulate expressions of PGC1a and MHC1 genes than those of rest-water group. Those 
results indicate that treatments both of exercise training and intake of acetate contribute to 
enhancement of lipid metabolism and improvement of exercise capacity.

研究分野： 食品栄養学

キーワード： 酢酸　脂質代謝　エネルギー代謝　骨格筋　肥満
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様 式

１．研究開始当初の背景

世界人口の半分以上は過体重または肥満で

あり、それと共に心血管障害や糖尿病有病者

が増加するなど健康寿命低下が報告されてい

る。申請者らはこれまでの研究で、肥満を発

症する病態動物に酢酸を摂取させると、肝臓

における

制や肥満の抑制、また脂肪肝を抑制し、２型

糖尿病を改善することを示してきた。また最

近、酢酸を摂取した動物の骨格筋ではエネル

ギー消費量が増加することを見出した。

 
２．研究の目的

本研究では酢酸の骨格筋における作用に焦

点を絞り、

取させた場合の骨格筋におけるエネルギー

代謝および脂肪燃焼の解析、

運動による効果の比較検討を目的とした。

 
３．研

①ラットに酢酸を継続的に摂取させた場合

の脂肪燃焼の動態―小動物代謝計測システム

MK500

酢酸を摂取した動物の脂肪燃焼の動態を調べ

る。実験動物として

用い、

ヶ月間投与する。飼育期間中にラットの体重、

摂食量、代謝計測による酸素消費量および脂

肪燃焼率を測定する。酢酸を摂取した動物の

代謝を継続的に測定し、酢酸摂取によるエネ

ルギー消費量の動態と脂肪燃焼率を明らか

にする。代謝測定と併行して動物の自発運動

量を測定し、代謝動態との関連について解析

した。

②ラットに酢酸を継続的に摂取させた場合の

骨格筋の性状解析―

格筋における筋線維タンパク質および脂肪燃

焼関連遺伝子の発現を解析した。

投与したラットを解剖して、腓腹筋およびヒ

ラメ筋、および腹筋を採取し、遺伝子発現お

よびタンパク質発現解析を行った。遺伝子発

現解析は抽出した総
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